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内容梗概

ATRは、各種研究目的に共同利用可能な音声データベースの構築を進めてい

る。これらの音声データベースを様々な観点で有効利用するためには、より多

面的かつ詳細な情報を盛り込んでおくことが重要である。本報告では、連続音

声データベースに対して付加した形態素属性、係り受け構造等の言語情報、な

らびにアクセント旬境界、アクセント核位置等の韻律情報について述べる。
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1. はじめに

ATRは、各種研究目的に共同利用可能な音声データベースの構築を進めている。
これまでに階層的音韻ラベル付けを提案し、ラベル付きの音声データベースを提
供してきた [1](2]。また連続音声データベース [8](4]に対しては、新たに基本周波数を

追加した[5]。これらの音声データベースを様々な観点で有効利用するためには、

より多面的かつ詳細な情報を盛り込んでおくことが重要である。そこで、我々は
連続音声データベース [3](41(文を読み上げた音声）に対して、言語情報、韻律情報を

追加した。本報告では、これらの追加情報について述べる。なお、本データベー
スを基本周波数データベースと併用する方のために、付録4に基本周波数データ

ベースのデータ形式を掲載した。詳しくは、参考文献[5]参照。

2. 言語情報の導入目的

ーロに音声の研究と言っても、その研究分野の幅は広い。例えば、音声は単なる
音響信号と見なすこともできるし、音声理解の研究対象にもなる。このようなこ
とから、音声データベースはできるだけ広範囲な領域で利用できるように、

様々な情報を付加しておくのが望ましい。

音声は人間のコミュニケーション手段であり、意味や文構造との関係があると考
えられている。例えば、文構造が基本周波数の変化パタンに影響を及ぼすこ}は
よく灰tiられている [6][7)。従って文や文章の音声データベースにおいては、文欝造

等の言語情報、及び文音声のアクセント句境界、アクセント核の位置等の韻律情
報を導入しておくことが重要であると考えられる。そこで我々は、 A'I1Rの連続
音声（文を読み上げた音声）データベース [3血に新たに言語情報、韻律情報を追加し
t~ 
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3. 付加した言語・韻律情報

文を4つの観点から構成要素に分割し、分割した構成要素に対して属性を与え
た。 4つの観点とは、音韻、形態素、文節、アクセント旬である。以下に各クラ

スの意味、属性を述べる。

3.1音韻情報

音韻情報を表1に示す。音韻情報は、音声データベースのラベルファイルのうち

頻繁に使用すると考えられるものである。詳細な音韻情報が必要な場合には、音
声データベースのラベルファイル[8]を参照する。

3.2形態素情報

形態素情報を表2に示す。また、形態素の品詞属性を表3に、活用型の属性を表
4に、活用形の属性を表5に示す。形態素解析は、 ATR自動翻訳電話研究所データ
処理研究室の方針にそって行った(91。品詞の考え方は、付録1を参照のこと。 CV
音節数とモーラ数との違いは、モーラ数が促音を1つに数え上げることである。



3.3文節情報と係り受け構造

文節に関する情報には、・各文節毎の情報と文節間に決められる情報（係り受け構

造）とがある。内容を表6に示す。文節単位への分割は、 A'fR自動翻訳電話研究所
データ処理研究室の方針にそって行った(9)。文節の考え方は、付録2を参照のこ
と。

係り受け構造とは、文節間の関係を木構造で表現する方法である。係り受け構造
は人手によって求め、その表記は分離度によって行った。分離度は、隣接する文

節間に1つ設定される。その意味は、該当文節が直接係る文節までの文節数であ

る。例を図1に示す。文の係り受け構造（木構造）は、文節の数と文節間の分離度と
によって一意に決まる。また文節数と分離度を用いて、存在しえない木構造の

チェックも可能である。係り受け構造を分離度によって表記した例を付録3に示

す。また、連続音声データベース(503文）のリストを係り受け構造及び分離度付き

で別冊付録にまとめた。

分離r¥パ斐 1

私の 父の 本

（
 分離度 2 分離度 1ハハ

おもしろい 私の 本

-—丁二丁
t 

図 1係り受け構遣と分離Jjfの関係

（
 3.4アクセント旬情報

アクセント句情報を表7に示す。アクセント句とは、アクセント核を1つだけ含

む単位である。アクセント核位置は、間き取りによって決定した。間き取りは、

言語音声研究の経験を有する1名の女性が行った。形態素、文節、アクセント旬で

分割した例文を図2に示す。



表1音韻情報

音韻情報 備考

ー文中の音韻数

音声記号情報1 音声データベースの音声記号層と一致

音声記号情報2 音韻情報のうち、助詞「は」 「へ」 「を」

を「わ」 「え」 「お」と変換

長母音•融合フラグ 長母音=1
融合=2

その他=O

母：音の無声化フラグ 無声化=1
その他=O

表2 形態素情報

形態素情報 備考

ー文中の形態素数

各形態素のリスト

各形態素のCV音節数

各形態素のモーラ数

各形態素の音節数

各形態素の品詞 種類とコードについては表3参照

各形態素の活用型 種類とコードについては表4参照

各形態素の活用形 種類とコードについては表5参照



表3品詞

属性 コード

記号

゜形容詞 1 

普通名詞 4 

サ変名詞 5 

代名詞 6 

数詞 7 

副詞 8 

連体詞 ， 
接続詞 10 

感動詞 11 

助動詞 12 

副助詞 13 

接続助詞 14 

格助詞 15 

終助詞 16 

接尾語 17 

接頭語 18 

補助動詞 19 

固有名洞 30 

形容名詞 31 

本動詞 32 

間投詞 33 

準体助詞 34 

並列助詞 35 

係助詞 36 
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表4 活用型

属性 コード

変則型活用

゜五段活用 1 

上一段活用 2 

下一段活用 3 

サ変活用 4 

力変活用 5 

特殊型活用 6 

表5活用形

属性 コード

未然形

゜連用形 1 

終止形 2 

連体形 3 

仮定形 4 

命令形 5 



文節情報 備考

ー文中の文節数

各文節のリスト

各文節のCV音節数

各文節のモーラ数

各文節の音節数

係り受け構造

表6 文節情報
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表7 アクセント句情報

アクセント旬情報 備考

ー文中のアクセント旬数

各アクセント旬のリスト

各アクセント旬のCV音節数

各アクセント旬のモーラ数

各アクセント句の音節数

アクセント核の位置 アクセント型で表記

（一



難しい 食事 療法 から 下痢 の 世話 まで 二十 ；四 時間 介匿 の 日々 が 続い た

むずかしい しよくじ りょうほう から げり の せわ まで にじゅ歪よ じかん かいご の ひび が つづい た

： 

形態素境界

文節境界 ： 
： 
： 

アクセント句

境界

図2-1形態素、文節、アクセント句分割の例

なつかしい プロペラ 機 で ふわり！ふわり と 地球 キ乞 一周 した ところ が すばらし Vヽ
冷，.

なつかしい ぷろぺら き で ふわり！ふわり と ちきゅう を いっしゅう した ところ が すばらし i.-~ 

形態素境界

文節境界

アクセント句

境界

図2-2形態素、文節、アクセント句分割の例



4; データ形式

連続音声データベースの1ファイル(1文の音声に対応する）に対して、 1つの言語・
韻律情報ファイルが存在する。言語・韻律情報ファイル名は、音声データベースの
命名法に準拠している(8)。命名のフォーマットを図3に示す。

話者名：性別(M=男、 F=女）、話者のイニシャル(YI)
タスク：連続音声データベース、自由発声(_SD_)
文章番号：文は10のグループに別れており (A~J),

各グループが50文(01~50)からなる。

識別子：言語・韻律情報データ(INF)

I• • • • • I I• • • ■ • • ■ • I• • • • • I• • • • • 疇

: MYI: :_SD_: :AOl: : .INF : 
I• • • • • I I■ ■ • ■ • • ■ 遥 I• • • • • I• • • • • • 

i
――古 ↓

 
↓
 

冒

l
>

話者名 タスク文章番号識別子

図3. 言語・韻律情報ファイル名のフィールド構成

データは言語・韻律情報ファイル内にASCII形式によって書き込まれている。言
語・韻律情報ファイル内は、音韻情報、形態素情報、文節情報、アクセント句情報
の4つのクラスに別れている。図4に概要を示す。各クラス間の区切り記号

は、"##"である。各クラス内の情報の区切り記号は"#"である。各クラス内の情
報の属性は、 er(キャリッジリターン）を区切り記号として書ぎ込まれている。言
語・韻律情報ファイルの例を図5に示す。

6. まとめ

連続音声データベースに言語情報を追加した。これによって、音声データベー
スの利用範囲が広がり、有効利用されることが期待できる。

謝辞本研究を進める機会を与えてくださった樽松社長に深謝致します。また日頃

石五な討論を頂く施野室長をはじめとするATR自動翻訳電話研究所研究員の皆様
に感謝致します。さらに、形態素解析、文節解析に御協力頂いた、データ処理研

究室の森元室長、小倉主任及び篠崎研究技術員に感謝致します。
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図4. 言語韻律情報ファイルのデータ形式概要
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図5. データ形式
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図5. データ形式（続き）
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図5. データ形式（続き）
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各形態素のリスト

各形態素のCV音節数

各形態素のモーラ数

各形態素の音節数

各形態素の品詞

各形態素の活用型

形態素情報

各形態素の活用形



図5. デ-—夕形式（続き）
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ー文中の文節数
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付録1 品詞に対する基本方針[Ill

1. 名詞： 【1.1固有名詞、 1.2サ変名詞、 1.3形容名詞、 1.4普通名詞、 1.5数

詞、 1.6代名詞、 1.7名詞その他］

固有名詞、サ変名詞は長単位分割とし、それ以外に関してはでき

る限り短単位分割とする。最小単位の判断基準としては基本的に

は新明解を使用しているが、接頭辞・接尾辞を含むものは学研で確

認のうえ（更に）分割する。

2. 動詞： 【2-1.本動詞、 2-2.補助動詞、 2.3動詞その他］

尊敬表現に関して、独立した判断基準をたてている。動詞の最小

単位の判断基準も新明解見出し語としているが、助動詞を含めた

形で見出し語となっているものについては辞書記述を採用せず分

割する。

3. 形容詞： 補助形容詞は補助動詞に含めている。辞書内の不統一によるデー

タのばらつきを抑えるため、一部学研を参考にしているが、基

本的には新明解を基準とする。

4. 副詞： 副詞には名詞との境界が曖昧だという問題があるが、ここでは

その判断の基準を新明解におくこととしている。ただ新明解に

は副詞の扱いが不統一な部分があるので、頻出する副詞のパター

ンをマニュアルで提示し、切り方を統一している。

5. 連休詞： 「こう、そう、ああ、どう」のつくものは扱いを一本化してい

るが、それ以外に関しては、判断の基準を新明解におくことに

している。

6接続詞： 不規則な形がよく現れるので、よく出てくるタイプ別に例をの

せ、統一的に扱えるよう方針を示している。

7. 間投詞： （特になし）

8. 感動詞： 従来の感動詞にとりこぽしや不統一がないかをチェックしてい

る。特に電話会話で種々の感動詞が予想されたため、感動詞の認

定基準についてコメントを記している。

9. 助動詞： 文法的機能語である助動詞に関しては、助詞と同じく、数を限り

列挙している。それら以外は原則として助動詞とは認めない。

よって、新明解の解釈は採用しない。



10. 助詞： 【10-1.格助詞、 10-2準体助詞、 10-3係助洞、 10-4副助詞、

10-5並立助詞、 10-6接続助詞、 10.7終助詞、 10.8.助詞その他】

文法的機能語である助詞に関しては、助動詞と同じく、数を限り

列挙している。それら以外は原則として助詞とは認めない。

よって、新明解の解釈は採用しない。

（助動詞、助詞にとりこぽしが出てきた場合は、学研等を参考にし、 「でき

る限り追加を回避する方向で検討する」のを基本方針とする。最終的な決

定はA11R担当者がする。）

11. 接頭辞： 接尾辞と共に学研を基準とする。これを含む時は、新明解で見出

し語となっていてもできる限り分割することにする。

12接尾辞： 接頭辞と共に学研を基準とする。これを含む時は、新明解で見出

し語となっていてもできる限り分割することにする。
／し、‘

（
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「文節とは何か」について『中学生の国文法の実力』（学友出版）によると以

下のように説明されている。

文をくみたてていることばを、意味がわかる範囲内で、できるだけこ

まかくくぎった一つ一つ。・・・（途中略）・・・文を文節に分けるときは、 でき

るだけたくさん「ね」をいれてみるとよい。

しかし、 「ね」を挿入できる箇所というのは曖味であり、判断に個人差が

生じる可能性がある。そこで、ここでは形態素解析の結果を利用して、 「自

立語1個を中心に文節は構成される」と考えることとする。

＜基本ルール＞ 接頭辞＊＋自立語＋接尾辞＊＋付属語＊

ここで、

① 「*」は0個以上複数の連続を許すことを表している。

②自立語とは以下の品詞を指す。

名詞（固有名詞，普通名詞，サ変名詞，形容名詞，数詞，代名詞）

本動詞

形容詞

副詞

連休詞

接続詞

感動詞

間投詞

③付属語とは以下の品詞を指す。

補助動詞

助動詞

助詞（格助詞，係助詞，副助詞，並立助詞，接続助詞，終助詞，準体助詞）

＜基本ルールに対する例外＞

1. 自立語が0個という例外

(1)接頭辞＋接尾辞で1つの自立語扱いとなるもの。

（例）幾日

何人

2. 自立語が2個以上という例外

(2)複数の単語（特に普名詞）の連続が複合名詞として1自立語扱いとなるも

の。

（例）口座番号
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係り受け構造及び分離度の例
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付録4基本周波数データフォーマット

基本周波数は、自動抽出後、視察による修正を加えたものである。分析条件を表8

に示す。基本周波数データは、基本周期のポイン 1、数で表現されており、 c言語

のshortinteger形式で格納されている。修正された基本周期の一部には、修正後

の基本周期にマイナス1を掛けてある（どの修正法で行ったかを示すフラグであ

る。詳しくは、参考文献[4]参照）。

基本周波数データベースのファイル名は、音声データベースの命名法に準拠して

いる [7]。命名のフォーマットは、識別子がINFとなること以外は本文図3と同じで

ある。

表8. 分析条件

音声データ 12KHzサンプリング 16bit

分析窓 ブラックマンウインドウ

分析窓長 384ポイント (32msec)

分析シフト 30ポイント (2.5msec)

FFTポイン 1、数 512ポイント

ピッチ探索範囲 男性話者 50~350ポイント (34Hz~240Hz) 
女性話者 24~120ポイント (lOOHz~500Hz) 




